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氏名: 新谷 由里子（しんたに ゆりこ） 

生年月日: 1968 年 2 月 22 日（満 57 歳） 

現職: 白鴎大学 教育学部 心理学専攻 教授 

経歴国立社会保障・人口問題研究所 研究員等を経て現職 

主な専門分野: 人口学、社会学、教育社会学、家族社会学 

学歴 日本女子大学大学院 文学研究科教育学専攻 博士課程後期 満期退学 

主な研究分野 

  人口学: 少子化の要因と社会的背景 

  人口経済学: 子どもへの教育期待と出生意欲の関連 

  教育社会学: 高等教育の大衆化と教育費用負担 

  家族社会学: 子どもの社会化、育児不安、親の意識変容 

研究・社会活動 

 厚生労働省・文部科学省の研究プロジェクトに多数参加 

 国立社会保障・人口問題研究所において『出生動向基本調査』の研究分析を担当 

 少子化政策や教育政策に関する研究を継続的に実施 

主な著作・研究 

 『人口減少と少子化対策』人口学ライブラリー16（共著） 

 『少子化と女性のライフコース』人口学ライブラリー19（共著） 

 『現代日本の結婚と出産－第 15 回出生動向基本調査報告書』 

その他外部委員 

国立社会保障・人口問題研究所客員研究委員 

小山市男女共同参画審議会委員長 

小山市総合計画策定懇話会副委員長 

野木町男女共同参画審議会委員 



矢板市でで見つけよう！
喜びのある子育て

～超少子化時代の出産・子育てを考える～

少子化アドバイザー
新谷由里子（白鷗大学） 
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急速な社会変化のなかで「子育ての喜び、
幸せ、親と子時間」はどのようにつくれ
るか 
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子どもが少ない社会 
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子どもが少ない社会 
●近代化の中で豊かになると子どもは減少する︖

人口学、経済学、社会学の知見から、
「近代化により子ども数は減少する」 ということが

明らかになっています。先進国で合計特出生率（TFR)
が 2.0 以上の国はほとんどない（アメリカ、フランスは高い） 

2024年（日本）
出生数 約 68 万 6 千人（過去最低を更新）

合計特殊出生率 1.15（過去最低を更新）
＊人口を維持する水準⇒合計特殊出生率

2.07 
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我が国の長期的人口推移 



諸外国の合計特殊出生率の動き 
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少子化社会の進行
【出生数と合計特殊出生率の推移︓1947~2023 年】 
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子どものいる家族は少数派︖ 
●全世帯の中で子どものいる家族は 18 パーセン
ト

全世帯に占める子どものいる世帯 983万5千世帯 
18.1％ 
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少子化はなぜ起きたのか 
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少子化の背景・要因 

●出生力の低下の要因は、①「夫婦内出生力の変化」 
②「結婚の変化」 の2つに分けられる 

●1974～ 90年︓「晩
婚化・未婚化」 

●1990年～現在︓
「晩婚化・未婚化・非婚化」

＋「夫婦内出生力も低下」 
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夫婦の子ども数が減っているのはなぜ︖ 

①経済的理由→子育てや教育にお金がかかる
（多子 減少、特に3人目を持てな

い
→8割）

②出産・育児の心理的・体力的負担感の高まり
（高齢出産、核家族化し母親一人で子育て） 

③女性の就業継続と出産・子育ての両立が困難である 
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若い世代の結婚が減っているのはなぜ︖ 

①適当な相手と出会えない（お見合い→恋愛結婚） 
②男性の所得・賃金の伸び悩み（非正規労働の増加） 
③女性の高学歴化とキャリア志

向
（経済的自立可）

④価値観の変化・多様化（個人化、自己実現を重視） 
⇓ 

結婚や子どもを持つことは、数多くあるライフスタ
イルの一つになっている 
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若い世代のライフコース ( 仕事・
出産・子育て）観の変化



女性の高学歴化︓大学進学率は男子と同レベルまで
（1990 年代～）上昇

出典 ︓ 文部科学省「学校基本統計」（令和 4 年）





仕事・出産・子育てをめぐるライフコースの定義

専業主婦コース︓ 結婚し子どもを持ち、結婚あるいは出産の
機会に退職し、その後は仕事を持たない

再就職コース︓ 結婚し子どもを持つが、結婚あるいは出産の機会にい
ったん退職し、子育て後に再び仕事をする
両立コース︓ 結婚し、子どもを持つが、仕事も続ける 

DINKS コース︓ 結婚するが子どもは持たず、仕事を続ける

非婚就業コース︓ 結婚せず、仕事を続ける 

DINKS︓ Double Income（共働き） No Kids（子どもを持たない）の略

（出典）「第16回出生動向基本調査」国立社会保障・人口問題研究所
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予定のライフコース
︓「結婚しないで働く」が３３％にに急増︕
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男性が妻に望むライフコース
︓妻に「両立」を望む男性は 4割︕



未婚女性（18－34 歳）の理想・予定のライフコ
ース︓まとめ

●理想のライフコース（女子）は、「両立コース」が、３４％、一方「専
業主婦」と「再就職」を合計すると、出産を機に仕事を 辞めることを
希望する女性も 4 割。

●予定のライフコース（女子）は、最も増加し最多の「非
婚就業コース」は、3 人に１人。「両立コース」が、3
割弱まで増加

●期待のライフコース（男子）は、最も増加し、最多は「両立コ
ースの３９．４％若い男性が、配偶者 ( 妻）には ,「仕事」と「家
庭」の両立を期待
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子どもを持つ理由と子育ての負担感



夫婦が子どもを持つ理由
（第 16 回出生動向基本調査結果 2021） 

●子どもがいると生活が楽しく心が豊かになるから
（80％） 

●好きな人との子どもを持ちたいから （40.9％ ） 

●結婚して子どもを持つことは自然なことだか（33.8％） 

●子どもは夫婦関係を安定させる（16.9％ ）
「第16回出生動向基本調査」国立社会保障・人口問題研究所 
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調査別、夫婦が子どもを持つ理由

「第16回出生動向基本調査」国立社会保障・人口問題研究所 
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子どもを持つ理由
・子どもを持つ理由の最多は「子どもがいると生活が楽しく心が豊か
になるから」、一方、 「子どもを持つことは自然」「子どもは夫婦関
係を安定させる」は減少

「第 16回出生動向基本調査」国立社会保障・人口問題研究所



夫婦が理想の数の子どもを持たない
理由

＜理想の数の子ども数を持たないのは「子育てや教育にお金がかかりす
ぎるから」、妻 35 歳未満の夫婦での選択率は高いまま、妻 35 歳以上で
は選択率低下



少子化の要因︓子育て費用の負担大

「第16回出生動向基本調査」国立社会保障・人口問題研究所
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「少子化社会に関する国際意識調査」（閣府子ども・子育て本部 , 2021） 27 



ワークライフバランス（国際比較 ) 

仕事、家庭生活、個人の生活等の優先度（希望）（男性） 
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親子で一緒に過ごす時間は、平日 2 時間 19
分（▲41 分）、休日 4 時間 19 分（▲70 分）
と減少傾向 

【時間意識調査】「親子のふれあい時間」調査―小学生の子どもを持つ共働き夫婦 400 組対象―シ
チズン時計株式会社（２０２５） 29 

https://prtimes.jp/main/html/searchrlp/company_id/56373


価値観が多様化する中で子育て世代の「子
どもを持つ喜び、幸せ」を伝えられている
か︖ 
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若い世代の結婚・子ども観 
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では最近の若い世代はどのように結
婚・子ども観を持っているのか︖ 

●結婚について 
●子どもを育てることについて 

32 



未婚者の結婚意思：
男女ともに意欲低下
「いずれ結婚する
つもり」は減少
（19９2年→2021年）

男性 
95.9％→81.4％

女性 
94.2％→84.3％

「第16回出生動向基本調査」国立社会保障・人口問題研究所 
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賛成の割合
既婚者︓70.3％
未婚者︓57.8
％

賛成の割合
既婚者︓83.4％
未婚者︓64.3％ 
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価値観の多様化の中で「子どもを持つ喜
び、幸せ、充実感」をどのように伝えて
いくか 
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次世代への少子化対策 ①
ライフデザイン教育の充実 

●自分にとって何が幸せで、どのように生きて
いきたいかを具体的に考える 

●仕事（キャリア）・結婚・家族についての知
識や情報の提供 

●命を大切にする、子育ての喜びや親
子の関係を考える 
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ライフデザイン教育により結婚意識は高まる
「学んだことがある」未婚者の７５％が「結婚したい」と回答

未婚男性（ 15-24歳）

学んだことがある 37.3％
学んでない 62.6％

未婚女性（ 15-24歳）

学んだことがある 41.1％
学んでない 58.8％

令和 6 年度「若者のライフデザインや出会いに関する意識調査 ( 内閣府）
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ライフデザイン教育により
結婚意識は高まる

未婚の男女（15 ～ 24 歳）において、ライフデザイ
ンを「学んだことのある」人の方がない人と比較し、

•「今後結婚したいと思う」割合が高くなる。
• 理想の結婚年齢を「25 歳から 29 歳」と回答する

割合も高くなる傾向にある。 
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要望の高いライフデザイン教育
未婚者の方が既婚者よりも高かった要望は、「キャリアプラン（23.1％）」、「コ
ミュニケーションの方法 (22.0％)、「結婚や結婚生活に関する情報 (19.6％)」、

「結婚の仕方 (16.1％)」、 「結婚を考えられる相手と出会える方法 (15.7％)」

令和 6 年度「若者のライフデザインや出会いに関する意識調査 ( 内閣府）
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次世代への少子化対策 ①ふるさとの未
来を若い世代と一緒に考える

●「ふるさと」の良さや特色を考えるとと
もに、「若者・こども」が主体となり地
域をつないでいくには何が必要か ? を上
の世代と一緒に考えていくことが重要 

●地域や命をつなぐ大切さを伝える 

●栃木県での子育ての良さ伝える→親子で過
ごす時間の幸せを共有する 

40 



栃木で見つけよう！喜びのある子育て 
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県内自治体の取り組み事例①
︓鹿沼市赤ちゃんふれあい体験交流事業 
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【鹿沼市】 中学生対象の「赤ちゃんふれあい体験交流事業」による子育
てに関する意識啓発

資料：鹿沼市赤ちゃんふれあい体験交流事業パンフレットより 

市内の中学３年生全員を対象に
実施。令和６年度は 10 校で 711
人が参加！

体験前後の中学生の意見の変化を
見ると、意識啓発の効果あり！

協力した親子にもプラスの効果！
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県内自治体の取り組み事例②
︓上三川町子育て支援センター「あったかひろば」

折り紙、僕が先生です
パパ、ママみんなで

見守ります 
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県内自治体の取り組み事例②
︓ 上三川町子育て支援センター「あったかひろば」 
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【上三川町】生涯学習機能と子育て支援機能を併せ持つ施設を核とした市
民活動の活性化 《事例発表あり》

おりがみ教室など
のさまざまな生涯
学習活動を通じて、
こどもから高齢者
までの幅広い世代
が活発に交流！

【遊戯室（屋内）】は、子どもたちが自由に遊具で遊
ぶだけでなく、親と子がふれあい、親子同士が交流
することができる「親子の居場所」として整備！

【一時預かり保育】や【子育てに関する相談】にも対
応！

資料：ORIGAMI プラザパンフレットより 
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県内自治体の取り組み事例②
︓上三川町子育て支援センター「あったかひろば」 
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栃木県での子育て支援の取り組み

栃木県子育て支援ポータルサイト「とこぽ」が開設（2024.3） 
https://tocopo.pref.tochigi.lg.jp/ 

「とこぽ」は、子育てに関する補助金や子育てサロン、制度等
の支援情報やこどもとのお出かけスポット、遊びの情報をご
紹介しています。

「栃木県」・「子育て支
援」・「ポータルサイト」
の頭文字で
「とこぽ」だよ︕ 
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栃木県での子育て支援の取り組み 
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ご清聴いただき、ありがと
うございました。 
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